
 

 

令和 6 年度事業報告（自令和 6 年 4 月 1 日 至令和 7 年 3 月 31 日） 

 

昨年は、引き続き公益社団法人として「法人会の理念」に則り、よき経営者を目指す者

の団体として、税知識の普及、納税意識の高揚など「税」を基軸に活動してきました。  

また、地域企業及び地域社会への健全な発展に貢献することを目的に本部、支部、部会

並びに関係機関との連携を密にし、事業活動の円滑な運営に努めてきました。 

 

主要な事業報告 

1．税知識の普及を目的とする事業 

(1) 税務研修会 

税務会計の知識、法人税法を中心とした各税法や改正税法の解説、税務調査のポ

イントなどの税務研修会を開催した。なかでも、税理士による専門的な税務会計セ

ミナーでは、6 回シリーズを会員外企業も含め延べ 162 名の参加を得て実施すること

ができた。 

 

（2）税務署長による講演会 

「税を考える週間」では加納一裕西尾税務署長による特別講演会を開催し、納税

意識の高揚と税知識の普及を図ることができた。 

 

（3）大規模法人(調査部所管法人等)税法研修会 

大規模法人(名古屋国税局調査部所管法人等)を対象に、名古屋国税局調査部次長

及び名古屋国税局調査部担当官及び刈谷税務署担当官等による税法研修会を刈谷法

人会との合同で開催をした。 

なお、愛知県法人会連合会主催で名古屋国税局長を講師に大規模法人を対象とし

た講演会が開催され、西尾法人会からも出席した。 

 

2. 納税意識の高揚を目的とする事業 

(1) 地域イベントにおける租税教育活動 

    吉良まつり、クールいっしき夏祭り、ダンス甲子園等々西尾税務署管内で行われ

る地域イベント会場において、来場者に対し「税金クイズ」の実施や税に関するパ

ンフレットの配布をし、綿菓子やバラの花のプレゼントをした。 

(2) 「第 13 回税に関する絵はがきコンクール」では、女性部会が中心となり西尾税務

署管内の小学生[6 年生]を対象に作品募集した。全 26 校中 24 校 1,301 名の応募が

あり、作品は税の大切さを表現したものとなっていた。 

西尾法人会における絵はがきコンクールについては、非常に高い応募率になって

いるが、以前より同事業に積極的な活動をしていたことが生かされている。 



 

(3)「税を考える週間」における租税教育活動 

「税を考える週間」では西尾税務署及び西尾税務連絡協議会が一体となって、「お

しろタウンシャオ」を会場に週間行事を企画実施した。西尾法人会では、税金展会

場で「税金クイズコーナー」「税に関するパネル展示」で参加した。また、税に関

する小冊子の配布、「税に関する絵はがきコンクール」優秀作品 100 点の展示は、

女性部会が中心となって税金展会場で実施した。 

会場では西尾納税貯蓄組合連合会主催（国税庁共催）の活動を通じて募集した 

税に関する「小学生の習字、中学生の作文」、西尾税務署が募集した「高校生の税

の作文」の展示並びに間税会主催「税に関する標語」作品の展示も行った。 

絵はがき、習字、作文の優秀作品は合同表彰式を実施した。 

 

(4)租税教室 

   講師担当者は、名古屋国税局広報広聴官の指導のもと自己研鑽を積み真剣に取り

組み準備を重ね、法人会で予定した小学校での租税教室を実施した。租税教室は西

尾市内小学校 6 年生の教室に青年部会及び女性部会から講師を派遣し租税教育活

動の一端を担うもので、次代を担う子供たちに納税の大切さ、税金の仕組みや役割

などを理解してもらうことを目的とし、西尾法人会の重要な活動の一つとなってい

る。                        

 

（5）その他 

   ① 平坂中校区における「交通安全・非行防止・防犯推進大会」について、以前は

西尾警察署、校区学校関係者とともに参加してきたが、本年度も規模縮小で開催の

ため出席せず、税に関する小冊子や法人会グッズなどを提供し納税意識の高揚もあ

わせた活動とした。 

 ② にしお駅伝フェスティバル・にしおマラソンは、「税金クイズコーナー」で参

加し、駅伝チームやランナーを応援しつつ、次代を担う子供たちにはクイズを通じ

て、保護者や大人の参加者にはｅ-Ｔａｘの普及啓蒙など、納税意識の高揚を目的と

した活動を行った。 

 

3．税制及び税務に関する調査並びに提言に関する事業 

税制委員会が中心となって、令和 7 年度の国税、地方税に関するアンケート調査や

要望事項を取りまとめ、愛知県法人会連合会へ提出した。愛知県内各単位会の提言書

は「令和 7 年度税制及び税務に関する提言」としてまとめられ、さらに全国法人会総

連合では、全国各都道府県から寄せられた意見を「提言書」として作成される。西尾

法人会では西尾市長をはじめとした行政各機関などに対して提言活動を行った。 

 また、「全国青年の集い・全国女性フォーラム・東海連大会・全国大会」は、税制等

の理解や税制改正への提言事項の採択並びに地域企業の健全な発展、社会貢献に関し



ての情報交換や議論を行い、今後の活動に活かす目的で開催されるもので積極的に参

加した。 

 

4．地域企業の健全な発展に資する事業 

  「経済・経営・時事問題等」の精通者を招き、地域企業や地域住民等が幅広く参加で

きる新春講演会を西尾商工会議所、西尾信用金庫と合同で開催し、公益性の高い事業

を展開することができた。 

なお、地域企業の従業員や学生などを主な対象者として、実務に役立つ「税務簿記

セミナー(全 6 回シリーズ)」を実施のべ 79 名の参加があった。 

 

5．地域社会への貢献を目的とする事業 

恒例事業として交通安全を啓発するための人波作戦を実施した。  

一色町内 4 小学校に対して交通安全活動を行うと共にお守りを配布した。 

ダンス甲子園開催会場で販売した物品の収益を子供食堂に寄附した。 

 

6．広報事業 

   会報誌「西尾法人会」（年 4 回発行）の内容充実を図り、税に関する情報や事業活

動等タイムリーな情報発信を行った。また、ホームページの有効活用や西尾市内を巡

回する「西尾市 6 万石くるりんバス」車両掲載及び(株)エムアイシーグループ本社壁

面でのデジタルサイネージにより、西尾法人会の認知度を高めることに努めた。 

 

7．会員事業 

 （1）組織の維持・強化活動では、会員増強を重点項目として活動した。  

   各支部においては、組織拡大期間を設けるなど新規設立法人を重点に足を運び加入

勧奨に赴いた結果、新規加入会員は 11 件となった。しかしながら厳しい経済情勢下、

廃業・休業・転出等の事由から退会者も多く、令和 7 年 3 月末の会員数は 1,394 件で、

前年比会員数では△29 件と僅かながら減少となった。 

 

（2）福利厚生事業の推進 

会員企業の経営者と従業員への保障・福利厚生を支援するため、各種保険制度等の

普及促進に取り組み、団体扱いのメリットを広報し、企業リスクをサポートした。 

① (財)全国法人会総連合の受託・3 社 ［大同生命・ＡＩＧ損保・アフラック生命］ 

 

 

② (一社)愛知県法人会連合会の受託  ［三井住友海上火災保険(貸倒保証制度)］                          

                  ［名鉄グループ(福利厚生倶楽部)］ 

                      ［AGS(企業情報・格付情報照会サービス)］ 

（3）共益事業の推進（会員の交流に関する事業） 



  青年部会・女性部会の一部の事業を除き本年度は会員支援のための異業種間交流、

会員間情報交換、会員相互の親睦を図った。 

① 視察研修、親睦旅行 

② 懇親会・懇談会 

③ 趣味に関する活動 

 


